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国
民
健
康
保
険
税

五
年
ぶ
り
の
改
定

今
後
十
年
間
の
市
政
を
見
据
え
て

第
四
期
基
本
構
想
を
可
決

平
成
十
六
年
十
二
月
六
日
の
本
会
議
で
、

「
武
蔵
野
市
第
四
期
基
本
構
想
に
つ
い
て
」が

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
議
案
は
、
第
三
回
定
例
会
最
終
日
の
平

成
十
六
年
九
月
二
十
七
日
に
設
置
さ
れ
た
武

蔵
野
市
第
四
期
基
本
構
想
審
査
特
別
委
員
会

に
付
託
さ
れ
、
実
質
三
日
間
の
審
査
を
行
い
、

十
一
月
九
日
の
委
員
会
最
終
日
で
は
、
質
疑
・

討
論
終
了
後
、
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た（
二
・
三
面
に
第
四
期
基
本
構

想
審
査
特
別
委
員
会
審
査
概
要
を
掲
載
）。

十
二
月
六
日
の
本
会
議
で
は
、
井
口
良
美

十
二
月
二
十
一
日
の
本
会
議
で
、「
武
蔵
野

市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
改
正
点
は
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
に
係
る
所
得
割
額
が「
当
該
年
度
分
の

市
民
税
の
所
得
割
額
に
百
分
の
百
七
十
五
を

乗
じ
た
額
」か
ら
、「
百
分
の
百
九
十
五
を
乗

じ
た
額
」へ
の
変
更
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
に
係
る
被
保
険
者
均
等
割
額
が
被
保
険

者
一
人
に
つ
い
て
、
二
万
四
百
円
か
ら
二
万

五
千
八
百
円
へ
変
更
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

こ
の
改
定
に
よ
り
、
平
成
十
七
年
度
は
三

億
七
千
三
百
二
十
五
万
円
、
平
成
十
八
年
度

は
四
億
八
千
万
円
の
増
収
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

こ
の
条
例
案
は
厚
生
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
中
で
は
、
①
配
偶
者
特
別
控
除
・

老
年
者
控
除
の
廃
止
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

②
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
の
目
安
に
つ
い

て
、
な
ど
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

採
決
に
あ
た
り
、
日
本
共
産
党
武
蔵
野
市

議
団
の
代
表
が
反
対
討
論
を
、
市
議
会
公
明

党
、
市
議
会
市
民
ク
ラ
ブ
、
民
主
・
市
民
ネ
ッ

ト
の
代
表
が
賛
成
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
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大勢の人々で賑う時刻も間近、冷たさが残る早春の風
の中、水面に描かれた波紋に暖かい光が射していた。

「早春」
撮影：大仲　清

（武蔵野市　68歳）

場所：井の頭公園
（2004.3.28撮影）

平
成
十
六
年
十
二
月
六
日
か
ら
開
か
れ
た
第
四
回
定
例
会
は
、
同
十
二
月
二
十
一

日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
第
四
期
基
本
構
想
の
策
定
や
、
本
市
の
各
施
設
の
指
定
管
理
者

制
度
導
入
に
関
す
る
議
案
等
三
十
三
件
の
市
長
提
出
議
案
、
井
の
頭
恩
賜
公
園
七
井

池
の
水
質
浄
化
に
関
す
る
意
見
書
等
七
件
の
議
員
提
出
議
案
な
ど
に
つ
い
て
の
議
決

の
ほ
か
、
十
七
人
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
活
発
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
（
審
議
結
果
一
覧
は
六
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）。

第
四
回

市
議
会
定
例
会
終
わ
る

武
蔵
野
市
第
四
期
基
本
構
想
審
査
特
別
委
員

長
が
委
員
会
で
の
審
査
経
過
の
報
告
を
行

い
、
質
疑
の
後
に
、
日
本
共
産
党
武
蔵
野
市

議
団
、
市
民
の
党
の
代
表
と
会
派
に
属
さ
な

い
三
宅
英
子
議
員
が
本
議
案
へ
の
反
対
討
論

を
、
市
議
会
公
明
党
、
市
議
会
市
民
ク
ラ
ブ
、

民
主
・
市
民
ネ
ッ
ト
、
自
由
民
主
ク
ラ
ブ
の
代

表
が
本
議
案
へ
の
賛
成
討
論
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
後
、
採
決
を
行
い
、
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
同
議
案
に
関
連
し
て
、「
議
案
第

四
十
四
号
武
蔵
野
市
第
四
期
基
本
構
想
に
つ

い
て
に
関
す
る
付
帯
決
議
」
が
提
出
さ
れ
、

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

市議会だよりは、市民のみなさんからの公募

写真を一面に掲載しています。次回の応募要

領については、6面をご覧下さい。

写真 募集中！ 

写真 募集中！ 



井口良美
第四期基本構想
審査特別委員長
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家庭・家族の
きずなの強化に共感

島崎　義司議員（賛成）
自由民主クラブを代表し、本議案に
賛成する。家庭・家族のきずなを再
生し、地域では、新たな家族をつく
るべきであるという理念に共感する。
自治体経営を抜本的に改革する決意
みなぎる構想だ。各施策については、
民間子育て支援事業者等との連携・
支援拡充の方向性が示された点、学
力向上対策、夢と希望のもてる武蔵
境圏域の構想、三鷹駅周辺の将来計
画の検討、新しい時代の吉祥寺のま
ちづくりへの取り組み等を評価する。

市民意見や委員会審査での意見を
市政運営に反映させよ

川名　ゆうじ議員（賛成）
民主・市民ネットを代表し、本議案
に賛成する。おおむね市政の方向性
が記され、巻末に掲載された体系図
や財政予測、長期計画を改善してい
く旨の前向きな市長答弁などを評価
するが、3つのキーワードに工夫がな
かった点を指摘し、策定委員を市民
公募すること、適切な数値目標を入
れること、学童クラブと地域子ども
館の統合・連携について誤解のない
よう記述し直すことを要望する。

思い切った改革がなく
参加意欲をかき立てない計画

山本　ひとみ議員（反対）
市民の党を代表し、本議案に反対す
る。今回の基本構想・長期計画は、
市民に夢とまちづくりへの参加意欲
をかき立てるものではない。市民参
加とは言えない策定方式、家族観を
押し付ける姿勢、中学校給食の記述
がなく、学童クラブ廃止の恐れがあ
る記述がある点は問題であり、入札
制度改革、土地開発公社廃止を初め
とする外郭団体の見直しなどの行財
政改革には及び腰であるため反対す
る。

夢と希望が詰まった
基本構想

与座　武議員（賛成）
市議会市民クラブを代表して、本議
案に賛成する。不確実な社会状況の
中、今回も市民参加による策定を踏
襲し、より実効性の高い計画となっ
ている。また人間の生きる原点であ
る家族の重要性を骨格に据えたこと
を評価したい。健康、福祉、子育て、
学校教育、環境、防災体制、都市基
盤、行財政運営等、それぞれの分野
で武蔵野市らしさの見える緻密で完
成度の高い計画だ。10年後の武蔵野
市が楽しみだと申し上げ賛成する。

市民の声が反映されていない
計画策定

本間　まさよ議員（反対）
日本共産党武蔵野市議団を代表し、
本議案に反対する。行政が家庭・家
族を支援する施策は支持するが、市
が行ってきたサービスを企業や地域、
個人の役割としていくことは、社会
的弱者に大きな影響がでるおそれが
あり問題がある。さらに中学校給食
の実施について記述されなかった点、
市立幼稚園の廃止、乳幼児医療費等
の子育て施策、財政問題についても
市民要求が反映されておらず、本基
本構想を支持することはできない。

市長の意向が強すぎ　
独自性のない計画

三宅　英子議員（反対）
本議案に反対する。今回の３つの基
本テーマは意味が不明で分かりづら
く、新たな課題や問題点を抽出する
姿勢に欠けている。さらに、財政援助
出資団体の経営改善、外部監査制度
導入、テンミリオンハウス、老朽化マン
ション対策、ボランティア制度の明確化、
トータルなＩＴ化システムなどについて
は問題が積み残されている。
市長の意向が強く反映され過ぎて、策
定委員会の独自性がほとんど打ち出
されていないことも残念だ。

実効性・柔軟性のある
基本構想を高く評価

田辺　あき子議員（賛成）
市議会公明党を代表し、本議案に賛
成する。超少子・高齢化社会、厳しい
財政状況といった時代の背景を的確
にとらえた極めて実効性の高い基本構
想であることを評価する。良福祉中負
担の基本理念のもとでバランスのとれ
た健康・福祉施策、また子ども・教育
分野における先進的な取り組みや市
民要望の最も高い安心・安全のまち
づくりへの施策等を評価し、この構想
が市民の生活と幸福を支える大きな
原動力となることを期待する。

審査した特別委員

第四期基本構想の審査に当たった
特別委員の氏名は、次のとおり。
◎井口　良美　○松本　清治
やすえ清治　　島崎　義司
田辺あき子　　本間まさよ
山本ひとみ　　川名ゆうじ
与座　　武

◎委 員 長
○副委員長
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問

第
四
期
基
本
構
想
に
は
、
将

来
に
対
す
る
夢
が
感
じ
ら
れ
な
い

が
。

答

基
本
構
想
は
個
人
が
夢
を
持

ち
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
条

件
・
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
自
体
に
夢
が
あ

る
も
の
で
は
な
い
。

問

大
型
投
資
に
対
す
る
考
え
を

伺
う
。

答

大
型
投
資
の
時
代
は
終
わ
り

つ
つ
あ
る
が
、
農
水
省
食
糧
倉
庫

跡
地
の
活
用
な
ど
、
第
三
期
基
本

構
想
の
積
み
残
し
分
に
つ
い
て
は
、

遂
行
す
る
。
ま
た
、
高
い
行
政
水

準
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
投

資
は
最
低
限
行
っ
て
い
く
。

問

基
本
構
想
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の

一
つ
「
都
市
の
窓
を
開
こ
う
」
に

つ
い
て
、
今
後
、
誰
と
ど
の
よ
う

な
交
流
を
し
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
る
の
か
。

答

都
市
は
単
立
で
き
な
い
か
ら
、

都
会
に
集
ま
る
富
や
情
報
を
地
方

に
も
還
流
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

交
流
だ
け
で
な
く
、
自
治
体
連
合

も
必
要
で
あ
る
。

問

家
族
の
問
題
が
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
な
ぜ
今
、

家
族
を
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
か
。

答

単
身
世
帯
の
増
加
、
高
齢
化

十
二
月
六
日
の
本
会
議
で
七
人
の
議

員
に
よ
っ
て
「
武
蔵
野
市
第
四
期
基

本
構
想
に
つ
い
て
」
の
議
案
に
対
す

る
賛
否
の
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

以
下
は
そ
の
要
旨
で
す
。

～第四期基本構想・長期計画策定までの流れ～ 

赤字 ：市議会の動き 

平成15年9月 

平成17年4月1日～ 

平成26年まで 

・市民意識調査実施 

・各個別計画作成 

・市民ヒアリング 

・市民ヒアリングによる 
　　意見聴取等 

・テーマ別市民会議等 
　で意見聴取 

第四期基本構想・ 
長期計画 

の
進
展
、
虐
待
・
不
登
校
な
ど
の

問
題
が
発
生
し
て
い
る
。
従
来
、

こ
れ
ら
を
解
決
し
て
き
た
家
族
の

機
能
が
落
ち
、
様
々
な
ひ
ず
み
が

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

背
景
で
、
家
族
に
関
す
る
記
述
が

主
要
な
柱
と
な
っ
た
。
キ
ー
ワ
ー

ド
の
一
つ
と
し
て
「
新
し
い
家
族

を
育
て
よ
う
」
と
し
た
の
は
、
同

じ
地
域
に
住
む
人
ど
う
し
の
助
け

合
い
な
ど
、「
共
に
助
け
合
え
る
」

新
し
い
家
族
の
よ
う
な
関
係
を
つ

く
る
こ
と
が
今
後
、
必
要
に
な
る

と
考
え
た
か
ら
だ
。

問

「
親
の
要
望
が
強
く
て
も
、

親
子
の
き
ず
な
を
弱
め
る
恐
れ
の

あ
る
施
策
は
慎
重
に
取
り
扱
う
必

要
が
あ
る
」
と
の
記
載
は
、
特
定

の
政
策
を
指
し
て
の
も
の
か
。

答

子
育
て
支
援
策
を
考
え
る
上

で
の
行
政
側
の
判
断
基
準
の
一
つ

で
あ
り
、
ど
の
施
策
が
き
ず
な
を

弱
め
る
か
に
つ
い
て
個
々
の
議
論

は
し
て
い
な
い
。

問

「
地
域
子
ど
も
館
や
学
童
ク

ラ
ブ
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
」
と

い
う
表
現
が
最
終
的
に
は
「
地
域

子
ど
も
館
と
学
童
ク
ラ
ブ
の
統
合

や
連
携
に
つ
い
て
研
究
す
る
」
と

い
う
表
現
に
変
更
さ
れ
た
。「
統
合
」

と
い
う
言
葉
は
ど
の
よ
う
な
過
程

で
で
て
き
た
の
か
。

答

策
定
委
員
の
そ
れ
ぞ
れ
の
意

見
を
踏
ま
え
て
策
定
委
員
長
と
市

問

今
後
、
施
設
の
維
持
管
理
が

重
要
に
な
る
が
、
見
通
し
を
伺
う
。

答

施
設
整
備
計
画
と
し
て
、
毎

年
平
均
七
億
円
、
五
年
間
で
三
十

三
億
円
を
見
込
ん
だ
。
施
設
管
理

に
は
年
間
約
二
十
億
円
か
か
っ
て

お
り
、
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用

な
ど
を
考
え
た
い
。

問

福
祉
施
策
の
課
題
と
さ
れ
て

い
る
「
利
用
者
に
対
す
る
良
質
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
」
を
い
か
に
実
現

す
る
の
か
。

答

企
業
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供

は
、
第
三
者
評
価
等
を
通
じ
て
、

ま
た
、
地
域
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、
地
域
社
協
の
育
成
を
通
じ
て

質
の
向
上
を
図
り
た
い
。

問

市
民
要
望
の
多
か
っ
た
中
学

校
給
食
の
記
述
が
な
い
の
は
な
ぜ

か
。

答

策
定
委
員
会
の
中
で
議
論
し

た
が
、
基
本
構
想
・
長
期
計
画
を

実
現
性
の
高
い
計
画
と
す
る
観
点

か
ら
、「
実
施
に
向
け
て
の
検
討
」

と
い
う
文
言
は
入
れ
ら
れ
な
か
っ

た
。

問

少
子
化
対
策
と
し
て
、
ベ
ビ

ー
ボ
ー
ナ
ス
の
支
給
等
の
具
体
的

な
取
り
組
み
は
考
え
て
い
な
い
の

か
。

答

少
子
化
対
策
は
、
ま
ず
国
や

企
業
が
、
育
児
休
暇
や
職
場
復
帰

問

団
塊
の
世
代
の
人
々
が
定
年

後
に
活
躍
で
き
る
場
を
ど
の
よ
う

に
創
出
し
て
い
く
の
か
。

答

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
一
員
と
し
て
活
躍

で
き
る
場
の
提
供
や
中
高
年
雇
用

な
ど
を
行
い
た
い
。

問

「
予
防
に
重
点
を
置
い
た
施

策
」と
は
、
ど
の
よ
う
な
考
え
に
基

づ
く
の
か
。

答

予
算
全
体
の
三
分
の
一
に
も

上
る
国
民
健
康
保
険
、
老
人
医
療
、

介
護
に
要
す
る
経
費
を
減
ら
す
に

は
、「
予
防
」
を
重
視
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

問

中
学
校
の
弁
当
あ
っ
せ
ん
制

度
は
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
、

制
度
内
容
を
検
証
し
な
が
ら
食
環

境
の
充
実
を
図
っ
て
も
ら
い
た
い
。

答

弁
当
あ
っ
せ
ん
制
度
を
な
る
べ

く
早
く
全
校
に
拡
大
し
て
い
き
た

い
。
弁
当
の
中
身
も
学
校
や
納
入

業
者
と
話
し
合
っ
て
い
く
。

問

家
庭
で
子
育
て
を
し
た
い
が
、

自
分
の
キ
ャ
リ
ア
も
生
か
し
た
い
と

考
え
て
い
る
親
が
多
い
中
で
、
ど
の

よ
う
に
子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い
く

の
か
。

答

家
族
の
き
ず
な
を
強
め
て
い

く
と
い
う
観
点
か
ら
、
家
庭
で
ゆ
と

り
あ
る
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
方
向
へ
政
策
的
に
誘
導
し
て

い
き
た
い
。

問

男
女
共
同
参
画
の
指
針
と
し

て
制
定
す
る
条
例
の
理
念
等
に
つ

い
て
伺
う
。

答

条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、
市
民

と
と
も
に
研
究
し
、
議
論
を
深
め

た
い
。

問

「
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

様
々
な
主
体
に
よ
る
保
育
」と
あ
る

が
、ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
を
想
定
し
、

ま
た
、「
様
々
な
主
体
」と
は
誰
を
指

し
て
い
る
の
か
。

答

一
時
保
育
や
産
後
支
援
な
ど
、

個
別
の
き
め
細
か
な
非
定
型
的
な

サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
を
想
定

し
て
い
る
。
ま
た
、「
様
々
な
主
体
」

と
し
て
は
、
ボ
ラ
ン
ティ
ア
、
民
間

事
業
者
、
私
立
保
育
園
や
幼
稚
園

な
ど
で
あ
る
。

問

ま
ち
づ
く
り
条
例
と
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
を
想
定
し
て
い
る

の
か
。

答

各
地
の
ま
ち
づ
く
り
条
例

に
は
、
市
民
参
加
の
手
続
き
を
定

め
た
だ
け
の
も
の
、
目
指
す
べ
き

都
市
像
を
記
載
し
た
も
の
な
ど

が
あ
る
。
本
市
で
は
、
景
観
法
も

含
め
る
か
も
あ
わ
せ
、
今
後
研
究

し
て
い
く
。

問

武
蔵
境
駅
南
口
に
建
設
予
定

の
新
公
共
施
設
に
新
設
さ
れ
る

図
書
館
機
能
は
、
図
書
館
法
に
基

づ
く
図
書
館
に
な
る
の
か
。

答

図
書
館
法
で
い
う
図
書
館

に
は
、
運
営
上
さ
ま
ざ
ま
な
規
制

が
あ
る
。
も
っ
と
柔
軟
で
、
効
率

的
な
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
、
運

営
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

西
部
図
書
館
廃
止
の
理
由

を
伺
う
。

答

格
段
に
拡
充
さ
れ
た
図
書

館
機
能
を
持
つ
新
公
共
施
設
が

完
成
し
た
場
合
、
そ
れ
に
近
い
西

部
図
書
館
を
存
続
さ
せ
る
必
要

は
な
い
た
め
だ
。

第
１
章
「
第
四
期
基
本
構
想
・
長
期
計
画
の
前
提
」、

第
２
章
「
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
と
圏
域
ご
と
の
ま
ち
づ
く
り
」

第
３
章
「
施
策
の
大
綱
」

総
括
質
疑

第
一
日

第
二
日

第
三
日

基本構想とは、地方自治法第２条第４項で、
市町村が、総合的かつ計画的な行政運営を行う
ために策定しなければならないものと位置づけ
られているものです。
武蔵野市では、昭和46年に第一期基本構想・

長期計画を市民参加方式で策定して以来、今回
が４期目の基本構想・長期計画となります。
この基本構想・長期計画は平成17～26年の10

年間を想定したもので、基本構想の前文では新
しい状況を踏まえ、①都市の窓を開こう②新し
い家族を育てよう③持続可能な社会をつくろう、
の３つの目標を掲げています。これは、21世紀
は都市の時代と言われていますが、都市の繁栄
は地方に依存しており、単立はできず、本市か
ら国内外に向けた「窓」が必要であること、ま
た、今後予想されるさまざまな世代・人間関係
によるコミュニティの営みを、血族・親族とい
う従来の家族形態を中心に据えつつも「新しい
家族」としてつくること、驚異的な人口爆発の
中、地球の有限性を認識し、足元から行動し、
「持続可能な社会」をつくることの重要性を踏ま
えたものです。
前文に続き、第１章は前提となる市勢と将来

展望、まちづくりの現状と課題等、第２章は６
つのまちづくりの目標等を掲げ、第３章に施策
の大綱として、健康・福祉、子ども・教育、都
市基盤、行財政等に触れ、続く長期計画でさら
に具体的な施策について記述しています。

武蔵野市第四期基本構想について

武
蔵
野
市
第
四
期
基
本
構
想
審
査
特
別
委
員
会
は
、
九
月
二
十
七
日

の
第
三
回
定
例
会
本
会
議
で
、
委
員
九
名
の
構
成
に
よ
り
設
置
さ
れ
、

同
日
正
副
委
員
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
同
特
別
委
員
会
に
よ
る
武

蔵
野
市
第
四
期
基
本
構
想
及
び
陳
情
の
審
査
は
、
十
一
月
五
日
か
ら

九
日
ま
で
の
実
質
三
日
間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

審
査
一
日
目
は
第
四
期
基
本
構
想
全
体
に
つ
い
て
、
二
日
目
は
第
１

章
「
第
四
期
基
本
構
想
・
長
期
計
画
の
前
提
」、
第
２
章
「
ま
ち
づ

く
り
の
目
標
と
圏
域
ご
と
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
三
日
目
は

第
３
章
「
施
策
の
大
綱
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
各
委
員
か
ら
活
発

な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
四
期
基
本
構
想
審
査
特
別
委
員
会
の

審
査
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。

委
員
会
の
審
査
日
程

「
新
し
い
家
族
を
育
て
る
」と
は

各
駅
勢
圏
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
は

子
育
て
支
援
、
今
後
の
方
向
性
は

長
部
局
と
が
文
言
の
調
整
を
行
っ

た
結
果
で
あ
る
。
学
童
ク
ラ
ブ
と

地
域
子
ど
も
館
（
あ
そ
べ
え
）
は

そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
事
業
だ
が
、

重
複
し
て
い
る
部
分
も
あ
り
、
事

業
開
始
の
経
緯
、
趣
旨
、
目
的
を

踏
ま
え
た
上
で
、
統
合
も
含
め
て

研
究
す
る
も
の
で
あ
る
。

問

来
街
者
が
「
ま
た
来
た
い
」

と
思
う
よ
う
な
魅
力
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
行
う
に
は
何
が
必
要
か
。

答

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
ポ

イ
ン
ト
の
一
つ
は
、
吉
祥
寺
の
商

業
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ
る
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、
市
全
域
に
わ
た

っ
て
は
、「
安
全
の
確
保
」、「
緑
化

の
推
進
」
を
「
教
育
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
」
と
同
様
に
進
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

の
サ
ポ
ー
ト
等
の
子
育
て
支
援
に

取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。
ベ
ビ
ー

ボ
ー
ナ
ス
が
効
果
を
あ
げ
る
に
は
、

あ
る
程
度
の
金
額
が
必
要
で
、
仮

に
支
給
額
を
月
五
万
円
と
す
れ
ば
、

事
業
費
は
三
十
六
億
円
に
上
り
、

市
だ
け
の
力
で
実
施
は
難
し
い
。

問

乳
幼
児
医
療
費
の
問
題
で
、

所
得
制
限
の
緩
和
と
あ
る
が
、
な

ぜ
所
得
制
限
の
撤
廃
と
書
か
な
か

っ
た
の
か
。

答

撤
廃
を
含
め
た
表
現
と
し
て
、

「
緩
和
」
と
し
た
。

問

身
体
・
言
語
・
自
然
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
し
た
教
育
活
動
に
よ
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
に
基
礎
学
力
を

身
に
付
け
さ
せ
た
後
に
、
何
を
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

答

基
礎
学
力
を
ど
の
よ
う
に
生

か
す
か
、
ど
う
い
う
生
き
方
を
し

た
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
子
ど

も
の
発
達
段
階
に
合
わ
せ
て
指
導

し
て
い
く
。

問

「
個
に
応
じ
た
指
導
の
充
実
」

と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
指
す

の
か
。

答

子
ど
も
の
思
考
ス
タ
イ
ル
や

理
解
の
度
合
い
な
ど
、
子
ど
も
の

実
態
を
き
ち
ん
と
把
握
し
な
が
ら

行
う
指
導
の
こ
と
で
、
そ
の
た
め

の
方
法
と
し
て
、
習
熟
度
別
や
課

題
別
学
習
な
ど
が
あ
る
。

問

吉
祥
寺
商
店
街
の
支
援
策
に

つ
い
て
、
具
体
的
な
内
容
を
伺
う
。

答

ウ
ェ
ル
カ
ム
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

や
商
店
街
が
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト

へ
の
補
助
、
ま
た
、
輝
け
店
舗
支

援
事
業
な
ど
を
、
地
元
の
方
々
と

進
め
て
い
き
た
い
。

問

三
鷹
駅
周
辺
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答

中
央
圏
は
、
官
公
庁
の
集
中

し
た
業
務
型
地
域
と
位
置
付
け
て

お
り
、
商
業
、
業
務
地
区
の
方
向

で
指
導
し
て
い
き
た
い
。

問

西
部
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
。

答

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
は
、

「
緑
豊
か
で
国
際
色
に
富
ん
だ
文

化
・
青
年
の
ま
ち
」
で
あ
る
。
今

後
十
年
間
は
、
西
部
地
区
の
骨
格

が
仕
上
が
る
期
間
で
あ
る
。
駅
前

周
辺
の
整
備
が
進
み
、
新
宿
以
西

最
大
か
つ
第
一
級
の
住
宅
地
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。

第
四
期
長
期
計
画
策
定
に
当

た
っ
て
は
、
策
定
委
員
会
を
中
心

に
こ
れ
に
か
か
わ
る
各
種
各
層

の
議
論
の
積
み
上
げ
が
あ
っ
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
同
時
に
武
蔵

野
市
第
四
期
基
本
構
想
審
査
特

別
委
員
会
で
さ
ら
に
提
起
さ
れ

議
論
さ
れ
た
多
様
な
意
見
を
十

分
勘
案
の
上
進
め
ら
れ
た
い
。

以
上
、
決
議
す
る
。

平
成
十
六
年
十
二
月
六
日

武
蔵
野
市
議
会

議
案
第
四
十
四
号
武
蔵
野
市

第
四
期
基
本
構
想
に
つ
い
て
に

関
す
る
付
帯
決
議
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セカンドスクールの
これからについて

小野　正二議員
問 今年度はセカンドスクールが本格的に
実施されて10年目を迎える節目の年であ
る。セカンドスクールの実施要綱には、看
護師1名の同行が定められているが、子ど
もの安全を考え、児童生徒数の多い学校に
対しては、もう1名ふやし、2名同行させる
ことはできないか。
答 今後の検討課題としたい。
問 セカンドスクールでの子どもたちの様子
をどのように保護者に報告しているのか。
答 学校には午前と夕方、定時連絡が入る。
教師がインターネットで現地での画像配信を
行ったが、子どもの指導が本務なので、本
末転倒になってはならないと考えている。

防災対策の充実を

小林　清章議員
問 高齢者、障害者などの災害弱者対策を
どのように充実していくか伺う。
答 各課が個人のデータを持っているが、
その統一的な運用についてはまだ十分な合
意形成ができていない。プライバシーの問
題もあるが、前向きに検討していきたい。
問 避難経路、避難場所の周知のため、わ
かりやすい避難誘導標識や避難場所標識へ
の見直しが重要であると考えるがいかがか。
答 今後、毎年計画的に変更し、18年度中
にはすべてを統一標識にする予定である。
このほか、武蔵野市公共施設保全整備の

方針について、扶桑通りの改善についての
質問がありました。

耐震改修・補強政策を

大野　まさき議員
問 地震政策について、①新潟県中越地震
から学んだ点は②小国町支援の今後は③本
市でも耐震改修・補強の拡大を求めるが所
見は④中野区の資産活用型改修制度を本市
でも検討していると聞くがどうか。
答 ①情報収集・発信にはメールや衛星携
帯電話が機能するとわかった。また水の重
要性を再認識し備蓄の見直し等を行った②
下水道工事のために職員を派遣した。ほか
にも要請があれば派遣したい③基準を設け
て一定の補助をしている④おもしろい制度
だがまだ申請がないと聞く。様子を見たい。
このほか、学校への児童の水筒持参、教

室の机サイズ等についての質問がありました。

広域汚染につながる
エコセメント事業の情報公開を

山本　ひとみ議員
問 ごみ焼却灰からエコセメントをつくる事業
が進められている。焼却灰の中には水銀な
ど有害物質が含まれており、これを利用した
エコセメントの安全性は保障されているとは
断言できない。エコセメントの使用で広域汚
染が起こるおそれがある。処分組合において
情報公開条例を制定すべきではないか。
答 条例制定はしないが、情報提供はする。
問 中学校の修学旅行費用は6万円もする
が、負担を軽減する必要があるのではないか。
答 生徒の希望と経済性とを考慮している。
このほか、まちづくり条例について、自衛

隊イラク派遣と市民の安全についての質問
がありました。

地域・保護者の参画
できる学校づくりを

砂川　なおみ議員
問 子どもが学び育つ時間が最善であるよ
う真剣に取り組む必要があるが、①地域の
方が学校運営に参画するコミュニティスクー
ルをどう評価するか②小・中学校授業の保
護者・地域の方の参加状況は③学校や保育
園のアスベスト対策を伺う④国連子どもの
権利条約第2回日本国審査への所見を伺う。
答 ①意見調整が難しい等、課題もある。
本市は、開かれた学校づくり協議会の役割、
機能を充実させることが大事だ②小学校で
年間245人の方が1,244回、中学校で59人の
方が522回参加している③昭和62年～平成３
年に昭和50年以前の全施設を調査し、撤去
した④生かせるところは生かしていきたい。

F・Fショッピングセンター
の財務問題を質す

三宅　英子議員
問 F・Fショッピングセンターの解散に
ついて、当初市長からは所期の目的を達成
したため解散するという説明だけだった
が、後日財務状況の悪化が背景にあること
が明らかになった。そこで、①開発公社の
16年度の事業計画書では、同センターの財
務状況の悪化が全く説明されていないがな
ぜか②今回の耐震補強・改装工事について
伊勢丹側に全く負担を求めない理由は。
答 ①評議委員会等できちっと説明をして
了承を受けている②今回の耐震補強工事が
他の吉祥寺のビル群への誘引となるよう、
本市から働きかけた経緯があるためだ。
このほか、防災対策等の質問がありました。

平成16年11月15日に普通救命講習会を開催し、20名の議員
が参加しました。参加者は適切な救命方法について講義を受けた
後、実践訓練に取り組みました。

女性専用外来・思春期専用
外来設置の働きかけを

田辺　あき子議員
問 女性や思春期の子どもたちの複雑化す
る悩みにこたえるため、女性専用外来及び
思春期専用外来の武蔵野赤十字病院への
設置を市から働きかけてほしいがいかがか。
答 女性外来については働きかけているが、
専門知識を持つ女性医師の確保が難しいよ
うだ。思春期外来は、もう少し研究したい。
問 本市の老・成人歯科検診の受診率は
5％にすぎないが、ＰＲの強化や受診体制の
見直しをすべきではないか。
答 ＰＲしていきたい。
このほか、防犯まちづくりの環境整備目

標・通学路総点検について、里帰り出産者
への助成についての質問がありました。
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第4回定例会で、2日目、3日目の12月7日、8日市政全般について、
17名の議員から一般質問が行われました。この中から質問項目を要
約して掲載します。詳しくは、各市立図書館、各コミュニティセン
ター、市役所の市政資料コーナーに置いてある会議録（2月中旬発
行予定）、または武蔵野市議会ホームページの会議録検索（第4回定
例会分は2月18日登録予定）でご覧いただけます。

※一般質問とは、議員がその属する地方公共団体の行政全般にわたり、執行機関に対し、事務の状況及び将来に
対する方針等について所信を質し、あるいは報告を求め、または疑問を質すことをいいます。

http://kensakusv.city.musashino.tokyo.jp/kaigiroku/
詳しい内容はこちらのアドレスから検索いただけます。

美しいまちをつくるため
の施策について

深沢　達也議員
問 落書き除去と再発防止のための具体的
対策について現況を伺う。
答 現在は消去性能にすぐれた消去剤のモ
ニタリングなど、さまざまな除去方法を実
験中だ。また落書き防止のビラでキャンペ
ーンを実施した。
問 マナーアップキャンペーンや路上禁煙
区域の指定によりポイ捨てや歩行喫煙が減
少したということだが、今後の展開を伺う。
答 17年度は都内すべての市区町村でキャ
ンペーンを実施する予定だ。これに伴い、
市内でもさらに強化していくと同時に三鷹
地区や武蔵境地区にもポイ捨て禁止区域を
つくるよう努力したい。

新潟県中越地震の
支援について

金子　武議員
問 本市の友好都市である小国町に対し、
地震発生後から現在まで、どのような方針
に基づいて支援してきたのか。
答 各段階に分けて対策を講じた。初期対
応は水や食糧、中期には生活用品や簡易ト
イレの搬送。その後建物の危険度判定など
を行い、職員の長期派遣も行っている。
問 本市で災害が起こった場合、姉妹・友
好都市から支援を得ることになるが、各都
市の具体的な役割分担について定める会議
を開催すべきと考えるが所見は。
答 今後よく研究していきたい。
このほか、全国市区行政サービス度調査

についての質問がありました。

小学1年生に対する
少人数学級の早急な実現を

梶　雅子議員
問 少人数学級は既に42道府県で実施され
ており、未実施は東京都を含めわずかだ。
多摩26市の市長会・教育長会も都に少人数
学級の実現を求める予算要望をしているが、
①本市独自でも要望すべきではないか②本
市の小学校12校中、7校で１年生の学級編制
が40人となっているが、改善を求める。
答 ①本市は、教科の特性に合わせて少人
数指導やＴＴ※で対応し、一定の効果を上
げている。積極的に要望する考えはない②
学級編制は都によって１クラス40人と定め
られており、本市だけ特別にはできない。
このほか、女性専用外来の設置について

の質問がありました。

青年の雇用対策推進に向け
市独自の取り組みを

向谷　千鳥議員
問 就職難に伴う、青年の雇用情勢は非常
に厳しく、雇用拡大を図るため、身近な自治
体としてできる次の具体的な取り組みを求
める。①本市の青年の就職・労働状況の実
態調査の実施や相談窓口を設置する考えは
あるのか②ハローワーク三鷹と連携した就業
支援プログラムの実施や就職面接会の会場
を提供することを求めるが、いかがか。
答 ①国・都の仕事であり、市民は市にそ
のような役割を期待していないと考える②ハ
ローワークから具体的な提案があれば検討
したい。
このほか、住宅リフォーム助成制度の導入
についての質問がありました。

小・中学生の体力・
運動能力を高めるために

桑津　昇太郎議員
問 小・中学生の体力・運動能力は、全国
的に低下している傾向にあり、特にここ10
年顕著であるが、①本市の動向は②今後の
体育指導のあり方と対策について伺う。
答 ①本市では、ここ10年は低下傾向に歯
止めがかかっており、むしろ最近3年間は
上昇傾向にある②生徒の技能や体力の程度
や特性に応じたコース別指導を積極的に取
り入れていく等、個に応じた指導の充実を
図っていくことが課題である。体育授業の
充実や運動部の活性化を初め、体育朝会や
体育集会を設け、家庭と地域との連携を図
って、スポーツ教室や野外キャンプ等の生
涯学習への参加を進めていきたい。

市役所のガバナンス
向上をめざして

川名　ゆうじ議員
問 地方分権の時代、市役所の効率的な運
営が求められている。ＩＴを活用したｅ－ガ
バナンス、とりわけ「※自治体ＣＲＭ」の考
えを取り入れ、市民ニーズを把握し、市民の
意見を市政に反映させることで自治体運営を
向上させられないか。
答 市民ニーズ調査、満足度向上、組織管
理についてはすでに取り組んでいる。市民意
見等のデータベース化は研究したい。
問 少子化により、中学校のクラブ活動に
支障が出ている。複数の中学校の合同クラブ
活動を認め、活性化につなげられないか。
答 既に一部で行っている。いくつかの課
題があるが、活性化につなげたい。

学校における歯磨きの励行・
本市の介護保険事業について

きくち　太郎議員
問 歯を80歳で20本残すことを目標とする
8020運動の達成のためには、子どものころ
からの虫歯予防が重要であり、小・中学校
で昼食後の組織的な歯磨きタイムをつくる
べきであると考えるが、見解を伺う。
答 疾病の予防として極めて意義のある運
動である。昼食後の歯磨きはクラス単位や
歯磨きクラブ等で実施しており、今後とも、
歯の健康の啓発に努めていきたい。
問 本市の介護保険事業における利用料
7％助成制度の意義と今後について伺う。
答 施設利用に偏らず、在宅サービスの利
用率が高い。今後は、料金改定を含め介護
保険計画の見直しの中で論議すべきだ。

教科書採択の方針を問う

島崎　義司議員
問 歴史・公民分野の中学校教科書は、平
成17年４月から採択事務に入るとのことだ
が、①本市でも、学習指導要領に示された
とおり、わが国の歴史に対する愛情を深め、
国民としての自覚を育て、人権尊重の意義
等を広い視野から正しく認識させるものを
選ぶべきだと考えるが所見は②前回の選定
では採択に際し抗議や妨害があったが、教
育委員が公正な目で選定できるよう、平穏
で静ひつな環境づくりをいかに行うのか。
答 ①御指摘のとおり、本市の教育委員会
の方針及び学校や生徒の実態に即したもの
を選びたい②教科書採択の公正さが失われ
ないよう、会議の運営を検討していきたい。

本市の耐震助成制度
拡大を求む

本間　まさよ議員
問 民間住宅への防災対策として、耐震診断
と改修の助成制度拡大を求めるが所見は。
答 木造密集地域を中心に積極的に実施し
ていきたいが、直ちに成果に結びつくもの
ではない。今後研究していきたい。
問 今回の新潟県中越地震で得られた教訓
と、今後の市政への反映について伺う。
答 情報の発信・収集が非常に困難だった
こと、飲料水の備蓄や仮設トイレの重要性
等があるが、現地に行った職員の意見など
も踏まえ、今後の防災・安全センター設置や
実践的な災害対策に生かしていきたい。
このほか、東京都が進める福祉・教育予算
の切り捨て等についての質問がありました。

※
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東京電子自治体
共同運営サービスについて

やすえ　清治議員
問 東京電子自治体共同運営サービスは、
住民が自宅や会社のパソコンから行政サー
ビスを受けられる電子自治体の実現に向け
て東京都と区市町村との共同で行われるも
ので、導入により電子申請、電子入札が可
能となる。行政の効率化、市民サービス向上
に向けて期待されているが、本サービスにつ
いて、①本市での対応状況は②市民からの
要望及び市民への周知方法について伺う。
答 ①申請の種類等によって問題点があり、
各課で対応している。準備が整い次第開始
したい②現在、図書の予約、施設の申し込
みなどの電子申請について要望がある。市
報やホームページ等でＰＲしていきたい。

平成16年10月22日、本市の姉妹都市として、32年にわたって交流
を続けてきた利賀村で閉村式が行われ、議長以下５名の議員団が
出席しました。11月1日には、利賀村は近隣7町村と合併し、「南砺
(なんと)市」となりました。

富山県利賀村閉村式に出席

平成16年11月6日に議長が、また、11月16日に総務委員を中心と
した議員7名が、新潟県中越地震で被災した友好都市の小国町を
訪問し、被災状況、復旧状況を視察しました。

新潟県小国町地震被災地視察

12月14日の厚生委員会で、吉祥寺本町在宅介護支援センター
（仮称）等の整備事業について行政報告が行われました。同施設
は、吉祥寺本町4丁目の旧1小子どもクラブ跡地に平成17年秋
のオープンを目指して整備されるもので、在宅介護支援セン
ターのほか、ショートステイ（4床）やミニデイサービス（定員
10名）施設が併設される予定です。
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議案の審議（可決・承認）結果一覧 

行政報告 

古紙配合率100％再生紙を使用しています 

第4回定例会で可決された意見書・決議は6件で、
意見書については政府・国会・都へ提出されまし
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第4回定例会

【市長提出議案（33件）】
● 武蔵野市第四期基本構想について………………………………………………………可決（賛成多数）
● 専決処分の承認を求めることについて（平成16年度武蔵野市一般会計補正予算（第3回））…承認（全会一致）
※武蔵野クリーンセンター爆発事故の復旧工事費について予算措置をした専決処分の承認を求めるもの。

● 武蔵野市一般職の任期付職員の採用に関する条例……………………………………可決（賛成多数）
● 武蔵野市手数料徴収条例の一部を改正する条例………………………………………可決（賛成多数）
※受益者負担の適正化を図るため、手数料の見直しを行い改正するもの。
● 武蔵野市コミュニティ条例の一部を改正する条例……………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立武蔵野公会堂条例の一部を改正する条例…………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立武蔵野市民文化会館条例の一部を改正する条例…………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立武蔵野芸能劇場条例の一部を改正する条例………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立自然の村条例の一部を改正する条例………………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立武蔵野スイングホール条例の一部を改正する条例………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立吉祥寺美術館条例の一部を改正する条例…………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立松露庵条例の一部を改正する条例…………………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市子育て支援0123条例の一部を改正する条例………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市軽費老人ホーム条例の一部を改正する条例…………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立特別養護老人ホーム条例を廃止する条例…………………………………可決（賛成多数）
※吉祥寺ナーシングホームの自主運営化に伴い、条例を廃止するもの。

● 武蔵野市立老人デイサービスセンター条例の一部を改正する条例…………………可決（賛成多数）
● 武蔵野市立老人介護支援センター条例の一部を改正する条例………………………可決（賛成多数）
● 武蔵野市立高齢者総合センター条例の一部を改正する条例…………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立北町高齢者センター条例の一部を改正する条例…………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市国民健康保険条例の一部を改正する条例……………………………………可決（賛成多数）
※国民健康保険財政の健全化を図るため、国民健康保険税を改正するもの。

● 武蔵野市介護認定審査会条例の一部を改正する条例…………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市市民農園条例の一部を改正する条例…………………………………………可決（賛成多数）
● 武蔵野市立武蔵野商工会館条例の一部を改正する条例………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市廃棄物の抑制・再利用と適正処理及びまちの美化に関する条例の一部を改正する条例

………………………………………………………可決（賛成多数）
● 武蔵野市立武蔵野市民会館条例の一部を改正する条例………………………………可決（賛成多数）
● 武蔵野市立体育施設条例の一部を改正する条例………………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市庁舎耐震補強改修工事請負契約………………………………………………可決（全会一致）
● 平成16年度武蔵野市一般会計補正予算（第4回）……………………………………可決（賛成多数）
※武蔵野市土地開発公社が、外環道路の生活再建救済制度に基づいて行う用地先行取得事業のた
めの債務負担行為の設定を行うもの等。

● 平成16年度武蔵野市介護保険事業会計補正予算（第1回） …………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例…………………可決（全会一致）
● 平成16年12月における武蔵野市議会議員の期末手当に関する条例………………可決（賛成多数）
● 平成16年12月における武蔵野市特別職等の職員の期末手当に関する条例………可決（賛成多数）
● 平成16年12月における武蔵野市一般職の職員の期末手当に関する条例…………可決（全会一致）

【議員提出議案（6件）】
● 議案第44号武蔵野市第四期基本構想についてに関する付帯決議 …………………可決（全会一致）
● 武蔵野市吉祥寺北町の交番設置に関する意見書………………………………………可決（全会一致）
● 私立小・中学校就学者に対する教育費助成に関する意見書 …………………………可決（全会一致）
● 新潟県中越地震被災者の救済と生活再建のための支援の抜本的強化に関する意見書 …可決（全会一致）
● 井の頭恩賜公園七井池の水質浄化に関する意見書……………………………………可決（全会一致）
● 北朝鮮による日本人拉致問題の真相究明と早期全面解決に関する意見書…………可決（賛成多数）

● 新潟県中越地震における友好都市小国町の被害状況及び支援状況等について
（12月21日　本会議）

平成16年10月23日に発生した新潟県中越地震により被害を受けた、本市と友好関係にある新潟県
小国町の被害状況と被害額（約304億円）が報告されました。さらに、水道施設緊急復旧のために
市職員を小国町へ派遣することや支援に要する経費、市に寄せられた義援金（1,775万5,664円
（12月13日現在））などについても報告がありました。

１面写真募集要領 次回の締切 3月25日
●規　　格：六つ切（紙焼き）、カラー。二重応募（他のコン

テスト等に応募した作品の応募）は禁じ、未発
表・未公開のオリジナル作品に限ります。写真
は編集上、トリミングすることがあります。

●内　　容：武蔵野市内の風景（明らかに人物を特定
できる場合は、ご本人の了承を得てくだ
さい）。

●審　　査：議会広報委員会が審査します。
●発　　表：採用された作品は、5月15日発行の市議

会だよりに掲載します。
※賞品等はありませんのでご了承ください。

●著 作 権：作品の著作権は製作者本人に帰属します。

ただし、6カ月間、他媒体での発表等をご
遠慮いただくことを、作品採用の条件とい
たします。

●期　　限：3月25日（金）当日消印有効
●添付書類：撮影者の住所・氏名・年齢・電話番号・撮

影年月日・撮影場所・作品名を写真裏面に
記載し、郵送にてご応募ください。なお、
採用された場合、後日作品のコメントを
いただくことがあります。

●宛　　先：〒180-8777 武蔵野市緑町2-2-28
武蔵野市議会事務局　市議会だより係

●問い合せ：40422-60-1883

議会ダイヤル 
自由民主クラブ 460-1884 651-9444

民主・市民ネット 460-1889 651-9587 

市議会市民クラブ 460-1885 651-9445 

市議会公明党 460-1887 651-9479 

日本共産党武蔵野市議団 460-1888 651-9485 

市民の党 460-1890 651-9604 

無会派議員（第7控室） 460-1886 651-9469 

無会派議員（第8控室） 460-1909 651-9629

議会ダイヤル 

TEL 0422-60-1883
E-Mail OFC-GIKAI@city.musashino.tokyo.jp
HomePage http://www.city.musashino.tokyo.jp/assembly/

議会事務局 
◎議会だよりへの御意見、御要望をお聞かせ下さい。 
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総務委員会
北海道苫小牧市 地域防災計画・自主防災組織について
北海道札幌市 札幌市民防災センター
北海道恵庭市 恵庭市民情報サロン
文教委員会
大阪府堺市 中学校運動部活動支援事業について
大阪府大阪市 大阪市立図書館のサービスについて
岐阜県郡上市 NPO法人メタセコイヤの森の仲間たちの活動について

厚生委員会
沖縄県那覇市 ふれあいコール事業について
沖縄県宜野湾市 健康施策/高齢者生活管理短期宿泊事業について
沖縄県浦添市 環境家計簿について
沖縄県豊見城市 健康とみぐすく21/国保一部負担金の減額について

建設委員会
大阪府堺市 安全な通行空間を創出する社会実験について
岐阜県岐阜市 コミュニティ道路・市民の自主清掃事業について
愛知県名古屋市 コミュニティ道路について

平成16年度に行った行政視察（常任委員会）

◎With you は今回お休みいたします。
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